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中央会役員インタビュー

中央会役員インタビュー
■組合について教えてください
　当組合は、昭和30年３月に設立以来、共同購買事業、共同受注事
業、金融事業等に取り組んできましたが、近年では調査研究事業、
後継者育成のための教育情報事業に力を入れています。
　特に調査研究事業では、組合内の医療福祉部会を中心に、地元学
術機関と共にパワーアシストスーツ技術を活用した工場等での作業
の支援装置の研究などに取り組んでいます。

■組合のPRをお願いします
　これからも宇部地域内における製造業者の連携強化並びに活性化
を目指し、各社とも一層の努力を続けていきます。
　宇部鉄工業協同組合は、創意工夫と技術でみなさまの地域産業の
発展に貢献できればと考えていますので、今後ともご支援ご協力を
よろしくお願いします。

■趣味や好きな言葉、座右の銘などを教えてください
　趣味はスキューバダイビングで、国内外の海に潜ってきました。
一番印象に残っているのは「沖縄」の海です。
　好きな言葉は「一燈照隅、万燈照国」です。

■組合について教えてください
　当組合は、昭和27年に造船関連業者を中心に設立し、資材の共同
購買、金融事業、職業訓練、労務管理等の事業を行ってきました。
高度成長や造船不況による組合員の倒産、組合の再建など乗り越え、
現在に至っています。各組合員は、独自の技術・商品を持っており、
過当競争に巻き込まれずに頑張っておられ、「ものづくり補助金」
を採択された組合員企業も多数おります。

■組合のPRをお願いします
　理事長に就任して20年の節目を迎えました。歴史を引き継ぎ、組
織の育成強化に努めるとともに、地場企業として地域産業の発展・
育成に力を入れてきました。今後もカネヤスが核となり、業種の違
う組合員の得意分野を活かし、地域産業の発展のため、組合員と協
力し、新製品、新事業の開発に努めていきます。

■趣味や好きな言葉、座右の銘などを教えてください
　趣味は山歩きです。
　座右の銘は「運　鈍　根」です。

〈組合概要〉
宇部鉄工業協同組合

住　所　宇部市岩鼻町６番６号
ＴＥＬ　0836−21−1950
Ｈ　Ｐ　http://ube.axis.or.jp/

〈組合概要〉
下関鋳造鉄工協同組合

住　所　下関市菊川町楢崎644−１
ＴＥＬ　083−287−4862　

共美工業株式会社　代表取締役会長
山口県中央会ものづくり振興倶楽部　会長
山口県中央会鉄工組合連絡協議会　副会長

株式会社カネヤス　取締役会長
日本政策金融公庫下関友の会　顧問

山口県中小企業団体中央会
副会長　山田　義裕 氏

（宇部鉄工業協同組合　理事長）

山口県中小企業団体中央会
副会長　岡本　博之 氏

（下関鋳造鉄工協同組合　理事長）
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特　集

「第70回中小企業団体全国大会」を開催

　全国中央会・京都府中央
会は、９月12日、「上七軒
歌舞練場」及び「西陣織会
館」（いずれも京都市）に
おいて『明治150年　歴史
と文化、地域を支える中小
企業が未来を拓く』を大会
のキャッチフレーズに、大
串正樹・経済産業大臣政務
官等の臨席の下、「第70回
中小企業団体全国大会」を
開催し、全国から中小企業
団体の代表者約2,000名が
参集しました。山口県から
は和田会長をはじめ14名が
参加しました。
　本大会では、西脇隆俊・
京都府知事、門川大作・京
都市長より歓迎の挨拶がありました。多数の来賓が
出席し、大串正樹・経済産業大臣政務官、牧原秀樹・
厚生労働副大臣、上月良祐・農林水産大臣政務官、
関根正裕・商工中金代表取締役社長より、祝辞があ
りました。
　大会は、渡邉隆夫・京都府中央会会長が議長に、
小正芳史・鹿児島県中央会会長、稲山幹夫・福井県
中央会会長がそれぞれ副議長に選任されて議事が進
行し、豪雨、台風、地震等各地で発生した自然災害
に対する対策の拡充、中小企業・小規模事業者の生
産性向上支援等の強化、中小企業組合・中央会等に
対する支援の強化など16項目を決議しました。
　また、長谷川正己・愛知県中央会会長の意見発表
に対して、山口泰明・自由民主党組織運動本部長、

竹内譲・公明党中小企業活性化対策本部副本部長か
ら政党代表として挨拶がありました。
　さらに、本大会の意義を内外に表明するため、伊
庭節子・京都府中小企業女性中央会会長が、「大会
宣言」を高らかに宣し、満場の拍手の下、採択され
ました。
　これと併せて、本大会では、優良組合（39組合）、
組合功労者（73名）、中央会優秀専従者（21名）の
表彰が執り行われました。本県からは、組合功労者
として、松村　豊氏（山口県パン工業協同組合理事
長）、河地　香代子氏（企業組合みんと村理事長）
が受賞されました。
　なお、次期全国大会は、来る平成31年11月７日㈭
に、 鹿児島県において開催することと決定しました。

寺田専務理事　 松村理事長  　河地理事長　 和田会長

特集
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組合TOPICS

山口県中小企業組合士会

山口県中部砕石協同組合

山口県パン工業協同組合青年部

　８月23日、山口市「新山口ターミナルホテル」で平成30年度通常総会を開催しました。恒松会長の挨拶に続
いて議案の審議が行われ、事業報告・決算、事業計画・収支予算とも原案どおり可決承認されました。

　総会に続いて、岩国市中通商店街振興組合の藤
田理事長を講師に、「組合を活用した賑わい創出
〜軽トラ新鮮組の取り組み〜」をテーマとした研
修会を行いました。「軽トラ新鮮組を通じて、商
店街や街のブランド向上を行い、行政やまちづく
り会社、住民などと連携しながら、みんながまち
づくりを自分のことと捉えて発展していければ」
と熱く語って頂きました。
　その後、懇親交流会に移り、参加者同士の交流
並びに情報交換を行いました。
 （連携支援第二課　花田）

　８月21日、山口市「山口県健康づくりセンター」において、本会の活性化支援事業を活用して、労働安全衛
生の動向と防災・救急救命について、元長門市役所　防災危機管理専門員　岡本道則氏、山口労働基準監督署
　安全衛生課　課長　佐藤徳司氏、山口市消防本部
の方を講師に研修を行いました。
　昨今の大規模災害に対する備えや被害にあったと
きの緊急対策の座学と、AED（自動体外式除細動器）
を使用した実技講習で救急救命を学びました。実技
では、AEDの使用法、心臓マッサージの方法など学び、
周囲の人と協力することが救命に繋がるということ
を体感しました。
　砕石の現場では火薬などの危険物や重機を扱うた
め、怪我や事故の無いよう安全意識を高めることに
努めています。 （連携支援第一課　前田）

　８月25日、山口市「山口グランドホテル」において、本会の活性化支援事業を活用して、給食パン・米飯給
食・リテールベーカリーのHACCPについて、日本パン協同組合連合会HACCP担当の嶋内八郎氏、辻井孝裕氏
を講師に研修を行いました。
　HACCPは、食品製造において特に重要な工程を管理し、
製品の安全性を確保しようとする衛生管理の手法で、給
食パンの供給もこれに沿った対応を求められており、具
体的な取り組み事例を学びました。
　嶋内氏は岐阜県、辻井氏は滋賀県にてそれぞれパンの
製造販売・食パン供給事業を経営されており、県単位の
事情と業界のなかでの大手メーカーの動き、食パン給食
の歴史など分かりやすく講義されました。
　給食パンの果たす役割や責務など改めて若手経営者が
感じ取った研修となりました。 （連携支援第一課　前田）

防災・救急救命について学ぶ

食品安全衛生HACCPについて学ぶ

平成30年度通常総会及び研修会を開催
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　当組合では、ボランティア精神の輪を広げることを目的に、
毎年９月第２月曜日の「理容ボランティアの日」に訪問福祉
理容や公園の清掃等ボランティア活動を実施しており、今年
は９月10日に山口県内各地で行われました。
　そのうち宇部支部では、33名の理容師がボランティア活動
に参加し、宇部市「宇部リハビリテーション病院」において、
約250名の高齢者の方を対象に、希望の髪型を聞きながら散
髪を行いました。宇部支部では、「理容ボランティアの日」
だけでなく、平成13年から同病院で毎月訪問福祉理容を行っ
ています。
　散髪を終えた方は、「すっきりしてよかった」「髪を切って
もらえて嬉しい」と、喜ばれていました。
 （連携支援第一課　竹中）

企業組合河内グランマ

山口県理容生活衛生同業組合

山口県中央会中小企業振興会

　８月31日、企業組合河内グランマは、スキルアップ研修会（先進事例研究）として、下関市内日の企業組合
うつい工房で現地研修会を開催しました。
　当日は、まず、うつい工房の中野理事長など
から活動内容や経営状況、商品づくりの特徴、
今後の展望等の説明を受けました。その後、新
たに加工場を整備して弁当製造の取り組みを始
める河内グランマから、弁当のコンセプトや材
料仕入、原価、製造体制等々、様々な観点から
質問があり、中野理事長を中心に、先輩企業組
合として、丁寧にひとつひとつの質問に回答さ
れていました。研修会の最後には、実際の加工
場内を見学し、機器の配置や作業導線等の確認
をされていました。 （連携支援第二課　花田）

　本会では、取引先拡大の機会とするとともに、ものづくり企業の展示方法等の考察を図ることを目的に、９月５日、
６日の２日間にわたり、島根県松江市「くにびきメッセ」にて開催された「島根ものづくりフェア」の視察研
修を実施しました。

　本フェアは、協同組合島根県鐵工会が主催しており、『た
たら』製鉄の歴史がある島根にて培った『ものづくり』の
技術・製品を、組合員企業が展示・プレゼンテーションす
ると同時に、組合の持つネットワークにより、国内のリー
ディング企業の最先端技術・製品と触れ合える山陰初の展
示会ということもあって、多くの来場者で賑わっていました。
　参加者からは、「最新技術や業界の動向に触れるとともに、
出展企業との今後の連携や商談につなげていくため意見交
換ができて良かった」といった声が聞かれました。
 （連携支援第二課　小倉）

企業組合うつい工房を視察

「理容ボランティアの日」に訪問福祉理容を実施

島根ものづくりフェアの視察研修を開催

組合TOPICS
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『中小企業組合検定試験』にチャレンジ!!

『中小企業組合検定試験』に チャレンジ!!
「中小企業組合士」ってなに？「検定試験」とは？
　中小企業組合の事務局で働いている役職員の方が職務を遂行する上で必要な知識に関する試験を行い、
試験合格者の中から一定の実務経験を持つ方に、中小企業組合士の称号を与える制度です。いま、中小企
業組合には、ガバナンスの充実が求められており、広く社会の信頼を高め、社会的責任を果たすには、組
合運営の経験と専門知識を備えた人材が必要です。組合の業務を執行する役員、実務を担う職員の方々す
べてに挑戦していただきたい資格です。平成29年度に実施された問題を抜粋し掲載しますので、あなたの
チャレンジをお待ちしています！

組合会計問題

（設問１）　 次の金額は、流動負債の科目として記帳される。どのような勘定科目を用いて処理されるか、語群
Ａ〜Ｉの中から最も適切なものを選びなさい。

①　給料から差し引いて預かった従業員の取得税の額
②　商品の引き渡しに先立って得意先から受け入れた売買代金の一部
③　当座預金の残高を超えて振り出した小切手の額
④　事務用パソコンを購入した代金の未払額
⑤　銀行から資金の融通を受けるために振り出した約束手形の額

〔語　　　群〕
Ａ．支払手形　　　Ｂ．買掛金　　　　Ｃ．前受金　　　　Ｄ．手形借入金　　　Ｅ．預り金
Ｆ．未払金　　　　Ｇ．当座借越　　　Ｈ．未払費用　　　Ｉ．前受収益

（設問２）　 下記事項により、Ａ事業協同組合の法人税の税務申告に関し、下記の各欄に指定された事項を計算
し、記入しなさい。なお、Ａ事業協同組合は設立以来青色申告を行っている。ただし、この問題で
は、地方法人税は考慮しないものとする。

１．当期は、自平成29年４月１日至平成30年３月31日の事業年度とする。

２．損益計算書の税引前当期純利益金額は、2,800,000円である。

３．税務調整事項は４、５の事項のとおりである。

４�．当期の租税公課で処理されている預金利子に係る所得税額は102,100円（復興特別所得税を含む。）であり、同金額

は全額法人税額から控除するものとする。

５．交際費等の損金不算入額は97,900円である。

６．法人税の税率は15％とする。
（単位：円）

所 得 金 額

法 人 税 額

控除する所得税額

納付すべき法人税額
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中小企業組合検定試験案内／山口県の逸品

※テキスト、受験講習会等のお問い合わせは、
　山口県中小企業団体中央会　連携支援第二課　花田・洗川　☎083−922−2606

山口県の食に関わる組合をご紹介します

　企業組合アップルは、地元女性６名が組合員と
して参加し、上関町で生産された農林水産物を主
な原料とする弁当や惣菜、菓子等の加工・販売を
通じて、地域住民への食
の提供や女性の働く場づ
くりなど、上関町の地域
活性化を「食」で支える
女性企業を目指していま
す。今回は、そんな企業
組合アップルの商品であ
る「びわシロップ漬＆び
わジャム」を紹介します。

◆びわシロップ漬＆びわジャム
　上関町の祝島は、びわと
みかんの産地として有名で
す。特に、祝島の温暖な気
候と粘土質の土は、おいし
いびわ作りに適していま
す。また、島であることか
ら、びわ園は傾斜地に作られ、それが日当たりと水
はけを良くしています。びわは11月頃に花が咲き、
越冬する果物なので、温暖な気候が好まれます。
　そんなびわを使用した商品である「びわシロップ
漬」は、上関町産の大きなびわを、素材の色を活か
してシロップ漬けにした商品です。冷蔵庫で保存す
ると一年中楽しめ、アイスクリームやケーキのトッ
ピングとしても楽しめます。また、「びわジャム」は、
びわのシロップ漬の小さいびわを活用してジャムに
加工しています。ワインで煮て、果肉の食感を残し、
甘さを少し控えめにした大人の味に仕上がっていま
す。
　これらの商品は、上関町にある「道の駅上関海峡」
や「上関海峡温泉鳩子の湯」等で販売していますの
で、是非ご賞味ください。

組合名　企業組合アップル
理事長　田中　京子
住　所　山口県熊毛郡上関町大字長島180番地
電話番号　0820−62−0219

びわシロップ漬＆びわジャム

企業組合アップル 熊毛郡
上関町

所 得 金 額 3,000,000円
法 人 税 額 450,000円
控 除 す る 所 得 税 額 102,100円
納付すべき法人税額 347,900円

【解答】　（設問１） ①：Ｅ ②：Ｃ ③：Ｇ （設問２）
 ④：Ｆ ⑤：Ｄ
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景況動向

岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

業種別の景況
業　　　種 前年同月比 前月比

製

造

業

食 料 品 →

繊 維 工 業 →
木 材 ･ 木 製 品 →
印 　 刷 →
窯 業 ･ 土 石 製 品 →
一 般 機 器 →
輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →
小 売 業 →

商 店 街 →
サ ー ビ ス 業 →
建 設 業 →
運 輸 業 →
そ の 他 →

地 域 別 の 景 況

DI値
30以上 …………… 
10以上30未満 …… 
−10以上10未満 … 

−30以上−10未満 … 
−50以上−30未満 … 
−50未満 ………… 

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　 製 造 業　

非製造業　

製 造 業　
非製造業　

　８月の業種別景況の前月比ＤＩ値は14業種の内、

好転が３業種、昨年同等が９業種、悪化が２業種と

なり、全体の景況感ＤＩ値も７月に比べ好転した。

　猛暑の影響から、卸売業では飲料関連商品等の売

上が増加したとの報告がある一方で、商店街やサー

ビス業では客足の減少により売上が減少したとの報

告があった。

　山口県の中小企業は、慢性的な人手不足による受

注の機会損失や後継者難による廃業等が問題となっ

ている。

月次景況調査結果
※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合

平成30年8月期



9山口県の中小企業（2018年10月号）

景況動向

情報連絡員報告

製

造

業

食 料 品

○　続く猛暑により、売上が対前年同月比で減少。盆期間は持ち直したものの、依然と
して来店客が少なくなっている。 （パン・菓子製造業　山陽小野田市）

○　猛暑により売上が減少している。 （パン・菓子製造業　下関市）
○　売上は、対前年同月比で▲7.1％と厳しい状況が続く。猛暑による出控えも影響して

いる模様。求人環境が厳しく職員の補充がままならない。 （水産食料品製造業）

繊 維 工 業
○　秋・冬物の生産が終わり、春物の生産準備のため、資材上がり待ちの状態。生産効

率が非常に悪く、しばらくこの状態が続く模様。 （外衣・シャツ製造業　萩市）
○　受注は安定している。 （外衣・シャツ製造業　山陽小野田市）

木 材 ・
木 製 品

○　公共工事関連の製材が一段落し、設備操業度は低下。（製材業・木製品製造業　下関市）
○　老齢で後継者がいないため、廃業した企業がある。　　（製材業・木製品製造業　岩国市）

印 刷 ○　閑散期のため、受注は停滞している。 （印刷）

窯 業 ・
土 石 製 品

○　民間の工事（マンション等）が一時的に出たので、出荷数量が上がっているが、公
共工事が増えたわけではない。 （砕石製造業）

○　セメント・骨材等の資材調達は、特に問題は生じていない。生コン価格は安定して
いるが、値上げの動きがある。 （生コンクリート製造業）

一 般 機 器 ○　慢性的な人材不足の影響のため、受注の機会損失を生じている。自動車関連は好調。
設備関係では、中国・東南アジアの注文が増加。 （一般機械器具製造業）

輸 送 機 器 ○　鉄道車両・半導体製造・産業プラント部門ともに繁忙な状況が続いている。
 （鉄道車両・同部品製造業）

非

製

造

業

卸 売 業
○　いりこの高騰と深刻な魚の不漁で、入庫に影響が出ている。 （乾物卸売業）
○　海水温が高く時化も多いため、魚の入荷が少なく、魚の育ちも悪い。ふぐは安値が

続いている。 （生鮮・魚介卸売業）
○　猛暑により製氷・飲料関連商品の売上が増加。収益増に期待。 （各種商品卸売業）

小 売 業

○　好天が続いたため、日焼け止め等夏物化粧品が良く売れている。 （化粧品小売業）
○　猛暑の影響で例年より客数が少なく、大型店舗に流れた模様。固定客の来店は通常

通りあるが、売上は厳しい状況。雇用の補充も難しい。 （各種商品小売業　山口市）
○　衣料品店舗がセールを実施し、売上が増加した。それ以外の店舗の半数は、ほぼ前

年売上を下回っている状況。 （各種商品小売業　長門市）

商 店 街

○　猛暑の影響により、来街者数の減少と売れ筋商品の偏りがみられた。競争店の乱売
やポイント還元に対応ができない状況。 （山口市）

○　酷暑と大型店撤退のニュースにより、沈滞ムードが漂っている。今後の不透明さに
不安を感じている。 （宇部市）

○　日頃から来街者が少ない上に、酷暑によりさらに厳しい状況である。 （萩市）

サービス業

○　猛暑により、カットの来店客が増加したが、パーマ、カラーは減少傾向。 （美容業）
○　高齢や後継者難を理由に廃業したいとの相談が多くなっている。 （自動車整備業）
○　災害や猛暑の影響で、来店サイクルに異変が起こり、減収。 （理容業）
○　豪雨災害のため夏のイベントが多数中止となったことと酷暑により、例年以上に夏

場のクリーニングが激減し、売上や資金繰りに影響が出ている。 （普通洗濯業）
○　猛暑の影響もあるのか、JRの売上が伸びていない。 （旅行業）
○　豪雨災害によるキャンセルの影響が続いた。 （旅館業）

建 設 業
○　例年通り仕事量は確保できているが、人手不足により、仕事の引受先の調整が困難

となってきている。 （管工事業）
○　昨年同様、公共工事受注はゼロだが、豪雨災害が地元でも各所発生し、その災害復

旧工事で忙しかった。 （土木工事業　周南市）

運 輸 業

○　盆休みがあり稼働日数が少なかったが、輸送量はほぼ確保でき、対前年同月比でプ
ラマイゼロとなった。 （一般貨物自動車運送業　下松市）

○　広島の豪雨災害の影響も一段落し、輸送受注は対前年同月比約10％増加した。
 （一般貨物自動車運送業　防府市）
○　前年同月より売上、収益が増加。豪雨災害による列車の不通の影響で、トラック輸

送の荷物量が増えてきている。 （一般貨物自動車運送業　宇部市）
○　豪雨災害時に破損した車の修理が長引いたことも影響し、売上は対前年同月比10％

減少。 （一般旅客自動車運送業）
そ の 他 ○　今期、外国人技能実習生１期生が入国予定。 （介護事業）

　地区・業種を代表する県内組合の役職員の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、行政・
関係機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（http://axis.or.jp/）の「月次景況調査」にも掲載していますのでご活用下さい。

平成30年8月期



10 山口県の中小企業 （2018年10月号）

　パート、アルバイト等を含めすべての労働者に最低賃
金以上の賃金が支払われなければなりません。

　このほか、山口県では次の特定（産業別）最低賃金が決めら
れています。
　効力発生日平成29年12月15日（平成30年12月改正予定）
１ 　鉄鋼業、非鉄金属製錬・精製業、非鉄金属、同合金圧延業、

非鉄金属素形材製造業最低賃金 １時間　913円
２ 　電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信

機械器具製造業最低賃金 １時間　839円
３ 　輸送用機械器具製造業最低賃金 １時間　883円
４ 　百貨店、総合スーパー最低賃金 １時間　795円
　★ なお、今回の改正により、山口県百貨店、総合スーパー最低賃金の

一時間七九五円（平成29年12月15日改正）を山口県最低賃金が上回
ることとなるため、当該使用者は平成30年10月１日以降、山口県最
低賃金の１時間802円以上を支払う必要があります。

　詳しくは、山口労働局労働基準部賃金室（☎083-995-0372）
又は最寄りの労働基準監督署にお尋ねください。

使用者も、労働者も、必ず確認、最低賃金。

山口県最低賃金が
� 改正されました。

１時間　802円
効力発生日　平成30年10月１日

お知らせ

人材が必要だ！！ 
経験者・有資格者を紹介して 

雇用調整を検討中！！ 
退職を余儀なくされる従業員の方々を 

（公財）産業雇用安定センターは、経済・産業団体と厚生労働省の協力で設立された公益財団法人で 
全国ネットでサポートしています、費用はかかりません。お気軽にご連絡ください。 

〒754－0014　山口市小郡高砂町３－26　ナガオビル４階 
TEL（083）973－8071　FAX（083）974－5135 
　　（083）973－5136 

公益財団法人 
産業雇用安定センター山口事務所 

ナガオビル 
４階 

最新の情報はインターネットで 産業雇用 

貴重な人材の再就職支援を 致します 

無料で 

山口しごと
センター
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　当センター内に「空き店舗情報バンク（データベース）」
を構築していますが、このたび、空き店舗情報の検索等
が可能となるホームページ「やまぐち空き店舗バンク（通
称：BE FOUND）」を開設しました。ぜひ、ご活用くだ
さい！

〈掲載情報〉
・「BE FOUND」とは ・山口県の魅力
・創業者の声 ・物件をさがす
・支援制度について ・よくある質問

　９月17日・18日の２日間、山口ゆめ
花博の会場にて「やまぐち産業維新展」
が開催され、県内企業・団体約170社
が出展しました。
　本会では、小規模事業者連携促進事
業の一環で組合制度をＰＲするブース
を設け、「企業組合」紹介ブースには
加工品の展示・試食・販売を実施し来場者に実際に試食頂くなどして、商品のＰＲを行うとと
もに企業組合制度自体のＰＲも行いました。また、グループ化を検討されている企業に対する
相談ブースも設けました。

　さらに、ものづくり補助金を活用し
て事業化に取り組んでいる企業を紹介
するブースでは、実際に開発した機械
装置の設置、成果品及びパネルによる
展示を行い、ものづくり補助金による
成果のＰＲを行いました。
 （連携支援第一課　竹中）

【お問い合せ】
店舗活用創業応援センター

（山口県商店街振興組合連合会内　担当：水野）
山口市中央四丁目５番16号　山口県商工会館
TEL 083-922-2606

お知らせ

「やまぐち空き店舗バンク
（通称：BE FOUND）」を１０月１日開設しました！

「やまぐち産業維新展」に出展！
山口県中小企業団体中央会

平成30年度空き店舗活用創業促進事業

http://be-found.jp



山口県中小企業団体中央会
〒753-0074　山口市中央４丁目５番16号　山口県商工会館６階
☎ 083-922-2606　 Fax 083-925-1860
HP http://axis.or.jp/
印刷製本　株式会社 桜プリント社

　当組合は、昭和52年11月に設立して以来、「明日の社会を担うべく、『信頼』
と『団結』で地域に貢献〜夢のせて、真心はこぶお手伝い〜」をスローガン
に掲げ、事業を展開しています。主な事業として、高速道路の通行料金後納事
業、タイヤや燃料等の共同購買事業、共済事業、教育情報事業、福利厚生事
業を行っています。当組合は、県内６地区部会で構成されており、各々地区部
会議や懇親会等を開催し、組合員同士の交流を大切にしています。
　現在、147社の組合員が所属しており、事務局では『組合員ファースト』を
常に心がけて業務に取り組んでいます。

☆山口県トラック事業協同組合
理事長　河本　善邦

〒753−0812　山口市宝町２番84号　　☎083−923−0015

山口県トラック事業協同組合
鍛冶　美智子さん　事務局長　中谷　健二さん　長畑　徹さん

2018
Oct

カガヤキ
　　ビト

絶賛開催中！


